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要 旨
本研究では，自然治癒が認められた 症例に対し，吃音の発生率と症状を縦断的に分析し，先行研究で実施




状の分析については， の報告した の変化のみならず， 群・ 群の症状の質的変化にも注意するこ
との必要性が示唆された．
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非流暢度は，歳 ヶ月時 ％， 歳 ヶ月時 ％，
歳 ヶ月時 ％， 歳 ヶ月時 ％， 歳 ヶ月
時 ％， 歳 ヶ月時 ％， 歳 ヶ月時 ％であっ
た．
の発生率は， 歳 ヶ月時 ％， 歳 ヶ
月時 ％， 歳 ヶ月時 ％， 歳 ヶ月時 ％，
歳 ヶ月時 ％， 歳 ヶ月時 ％， 歳 ヶ月
時 ％であった（図 ）．
．症状数と発生率の変化
自然治癒までの ヶ月間を 期から 期に区分
し，発生した症状の種類を分析した．吃音特有の症
状である， 群の種類が増加した 歳 ヶ月から
歳 ヶ月を 期， 群の症状の種類に減少が認めら
れた 歳 ヶ月から 歳 ヶ月を 期， 群の症状
が消失した 歳 ヶ月を 期とした．
期の症状数は， 群では 種類， 群は 種類
が認められた． 期では， 群 種類， 群 種類
の症状が認められた．そして， 期の症状数は，
群では ， 群では挿入の 種類のみであった（図
）．
また，健常児にも認められる 群をみると，その
症状分布は 期では ％， 期は ％， 期で
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図 群と 群の症状数変化
図 群の症状分布率

